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論文内容の要旨
西南臼本高見山地域に分命する領家花商岩はマイロナイト化作用を被った後、 i者見山椴性右の貫入によ
る熱的影響を受け、静的再結品作用を被っているo 石英の微細組織観察の結果、接触さI~に近い花岡岩中で
はー次再結品過程が十分に達成されており、接触部に最も近い所では三次再結晶過程に到達していると考
えられる。 ζの再結晶石英中に観察される気相を含む負結晶形の抗体包有物は、.Jt，の流体包有物中の流体
がチャネノレや転位を介して再結晶過程巾に漏れた事によって形成されたと考えられる。中間地点の花岡岩
に観察される再結晶石英中の「変形石英包有物」の存ィ主は、中間地点では歪誘起粒界移動過程が主な素過
程であったことを示唆する。
再結晶石英に特徴的に見られる波数3596crn-1の赤外吸収帯の分光学的特徴を詳細に調べた結果、この吸
収帯はアルカリを伴わないAI(H)タイプの欠陥に起凶すると考えられる。また、水関連化学種の存在形態
は再結晶石英中ではOH欠陥が卓越し、変形石英中では水分子集合体が卓越することが明らかとなり、含水
量測定結果は再結晶過程巾の石英からの流体の漏れを示唆する。
インド東ガート帯にjをする等圧i令部l過程を被ったグラニュライト相ミグマタイト中のザクロ石斑状変晶
中にメルト包有物が観察された。メルト包有物は一般に著しく不規則な外形を示し、ザクロ石現状変晶の
マントル部分に濃集する。メルト包有物は、石英、長石、黒雲母などの微小結晶とシリカとカリウムに富
む基質部からなる。必外分光分析の結果はこの基質部が含水珪酸塙ガラスを含むことを示唆し、その合水
量が今岡初めて見積むられた。
メルト包有物の産状は!黒雲母+斜長行+石英=斜方輝行+ザクロ石+カ 1):長石 T メルトの脱水j容融反応
に一致するが、この反応中のソりダス下反応、石英+カリ長石+*ニメルトによって形成された初期メル
トである可能性が高い。ザクロ石斑状変晶はこの脱水溶融反応中にこれら鉱物相と初期メルトを取り込ん
だと考えられるo
論文審査の結果の要旨
水素関連化学撞は、地球を構成する物質の物理的・化学的性質に、大きな影響を与えることが知られて
いる。一方、これらの水素関連化学精は、地殻構成物質内あるいは物質問に、 OH.H?Oあるいは水分子集
合体として例外なく存在する。このため、水素関連化学種はあらゆる地質現象と続接に関連し、地質過程
で重要な役割を演じていることが指摘されてきた。本論文は、地殻に多量に存在するti英の再結品過料お
よび‘高度変成岩中の柘繍石に.hl出されたメ 1レト包有物の形成過程におけら水素関連化学種の役割を議論し
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たものである。
中央構造線近傍の変形された領家花筒岩類中の石英が、変形後貰入した酸性岩の加熱によって、再結晶
している。再結晶過程での石英の形態、粒径や水素関連化学種の変化を検討し、形態、粒径および水量が
貫入岩体からの距離で系統的に変化すること、非再結晶石英では水分チ集合体が卓越するが、再結品{J英
ではOHが卓越すること、さらに熱源から中間的な距離にある:t::i英では再結晶・非再結晶石英が共存するこ
となどを明らかにした。また、共存組織の詳細な検討から再結品機構〈特に、粒成長機構)が“粒界の水
に助長された"歪誘起粒界移動によると解釈した。
インド東ガート帯に産出するグラニュライト杷ミグマタイト中の祝1欄石斑状変品にメルト包有物を見出
した。メルト包有物の構成物質と化学組成などの詳細な検討から、メル卜包有物が和摺bの成長過程で取
り込まれたこと、構成物質が結品質物質と非品質物質から成ること、この非晶質物質は桂酸塩ガラスで一
定量の水を含むことなどを明らかにした。これらの結果に基づいて、メルト包有物の形成過程が、脱水溶
融反応によるメルトの生成と成長中の柘楢石へのメノレトの取り込みによっていると解釈した。
このように本論文は、地殻構成鉱物として重要な石英の再結品過程での水素関連化学種の役害IJの重要性
と希産ではあるが極めて重要と考えられているメルト包有物の生成過粍について考察した。これらの結果
は、広く変成作用に伴う再結晶過程や反応過程の理解を前進させるもので、博士(理学)の学位を綬与す
るに値するものと審有したυ
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